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 http://home.earthlink.net/̃fweinstock/ で紹介されているワイン
ストック教授のホームページはもうご覧になったことで
しょうが、彼がMaestroを改良したCakewalk In ConcertをHome
Concert 2000という名前で楽譜表示機能まで備えたものに進
化させたものがhttp://www.timewarptech.com/で紹介されてい
ますのでこれを併用しながらHome Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000の使い方
を紹介します。
このプログラムは
１，全てのレベルのピアノ練習者と指導者に適応します。
２，鍵盤練習にうんざりしている人にピッタリです。
３，専門のピアニストがコンチェルトの練習をするのに向
いています。(生のオーケストラを雇うことなく);
４，クラシックであろうとポップスであろうと教会音楽で
あろうとどんな音楽ジャンルでも練習できます。
とホームページで紹介されていますが、まずシステム全体
の構成を説明します。
★システム構成

MacintoshMacintoshMacintoshMacintoshMacintosh の場合の場合の場合の場合の場合
・68020ないしはそれ以上のPowerPc（200MHz以上）
・MacOS System 7.1以上（OSXには未対応）
・モニタは最低でも640×480で256色以上
・RAMは最低で1.5MB
・インターフェイスはシリアルポート（Modemか Printer）又
はUSBポートとOMS2.3.7以上
・MIDIキーボード
・MIDI音源
WindowsWindowsWindowsWindowsWindowsの場合の場合の場合の場合の場合
・200MHz以上のクロック速度を持つ486,DX-2,或いはグラ
フィクスの性能向上の為にはPentiumⅡ以上のCPU
・Windows 95,98, 又は2000（ＸＰ未対応）
・モニタは最低でも640×480で256色以上
インターフェイスはM I D I アダプターの付いたサウンド
カード或いは汎用MIDIインターフェイス、又は汎用MIDI
ドライバが附属したMIDI鍵盤のシリアル接続
・MIDIキーボード
・MIDI音源

と言うことになりますが、注意が必要なのは伴奏用の音源
以外に、MIDI出力のある鍵盤が必要であるということです。
ピアノプレーヤのように生ピアノがMIDI信号を出せるよう
な場合はよいのですが、電子ピアノ等で音源系統が１種類

しかない場合は、その電子ピアノ以外にMIDI音源が必要に
なります。

左のようなイメー
ジになりますが、
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Concer t  2000Concer t  2000Concer t  2000Concer t  2000Concer t  2000は
MIDI ピアノから
の信号を受け取る
ことしかしませ
ん。残念ながらヤ
マハのピアノプ
レーヤはMIDI 信
号を受け取ってか
ら発音するまでに
500mm秒の遅れが
出るからです。し

かも遅れて鳴るその音のM I D I 出力が又コンピュータに
帰って来ますので、たった一つの音が無限ループを形成し
ていまい、ピアノの鍵盤は電源を切るまで押されたままの
状態になってしまいます。

上の図は私の自宅でのセッティングです。ピアノプレーヤ
ではなくヤマハのクラビノバCVP-205を使っています。こ
のCVP-205の良いところは電子ピアノ音源とアンサンブル
用音源がそれぞれ独立しているため、外部音源が要らない
ということです。しかも、ピアノ音源はナチュラル音源で限
りなく生ピアノに近いという利点がそのまま生きていま
す。コンピュータとの接続はシリアルケーブル（ホスト）１



本で済むのも助かります。ＭａｃとWindowsではMIDIイ
ンターフェイスがやや異なりますがこのホストケーブル
で繋ぐ方式は比較的誰にでも簡単に接続出来るので便利
です。USB接続の場合は、現状ではコンピュータとUSBで
直接接続出来るMIDIキーボードが少ないので、間にUSB→
MIDIの変換アダプタを必要としますし、このアダプタの設
定が結構ややこしいので熟練者にお勧めです。
★ソフトウエアの設定
まず、Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000を入手しなければなりません。
ソフトはhttp://www.timewarptech.com/pages/howtobuy.htmlの
ページから注文できますが、まもなく米国ヤマハのホーム
ページhttp://www.yamahamusicsoft.com/からダウンロードで
きるようになる予定ですが、それまではhttp://www.timewar
ptech.com/pages/order.htmlから注文して下さい。100ドル未満
ですので１万円と少々というところでしょうか。Mac版Win
dows版を間違えないこと。また、急ぐ場合はメールの添付
書類で送ってもらいましょう。ちゃんとしたＣＤ版（冊子
もつく）の場合は別に送料が15$かかります。
 インストールはインストーラーが自動的にやってくれま
すの簡単ですが、Macの場合MidiShareというMIDIインター
フェイスのドライバが組み込まれます。OMSをすでにイン
ストールしてありセットアップが出来ている場合にはこ
のMidiShareは不要ですが、誰もが経験することですがOMS
は一発でセットアップするのが難しいので、このMidiShare
は前に紹介したHyperMIDIより使いやすくおすすめです。

ポップアップメニューの中のMIDI SETUPダイアログ（上
図）で設定するのですが、左上のMidishareかOpenMusicSyst
emを選ぶラジオボタンでセットします。OMSの場合はその
右のPORT名が正しくてもOMS優先デバイスやその他の設
定がピッタリできていないと鳴らなかったり入力できな
かったりすることがままありますが、Midishareはただ選ぶ
だけで設定できます。
　以上の設定以外はMacもWindowsも同じです。音源付き
MIDIキーボードの接続パネルの「ＴＯ　ＨＯＳＴ」という
ところとホストコンピュータを繋いでやればよいのです。
この時ホストコンピュータの種類でＰＣやＭａｃの入力
切り替えを忘れずにして置いて下さい。何か鍵盤を鳴らす
とTest Input Channelsの１が赤く光れば入力は成功です。同
様にTest Output Channelsの任意のボタンをクリックして音
階が聞こえたら出力もバッチリです。

　どうしても入力つまり鍵盤からの信号が受け付けられ
ない（トラブルではこれが一番多い）場合はMIDI　PORT
を入力と出力で別のポートに設定して見て下さい。
　さて、、Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000Home Concert 2000は三つの演奏モードと三つ
の画面（切り替え）を持っています。
　Learn ModeLearn ModeLearn ModeLearn ModeLearn Modeと呼ぶ練習モードでは伴奏トラックは独奏
トラック（例えば右手だけとか左手、或いは両手）のキー
が正しく押されたときだけ演奏し、間違えた時は沈黙して
正しいキーが押されるまで鳴りません。
　逆にJam ModeJam ModeJam ModeJam ModeJam Modeと呼ぶモードでは演奏者にお構いなく伴
奏が進みます。ただ、MMO（Music Minus One）レコードと
異なる点はテンポやフェルマータ等のスペッシャル・マー
カーを埋め込んでおけるので大づかみなジャムセッショ
ンは出来るわけです。
　最後のPerform ModePerform ModePerform ModePerform ModePerform Modeと呼ぶモードこそが演奏者に伴奏
が追従してくれるもので細かなスペッシャル・マーカーの
設定や、任意の場所からの演奏にも伴奏がジャンプして付
いてくるなどのことができます。
　また、画面は次のノーテーションモードとよぶ楽譜表示
画面（サイズは３種類）とピアノロール画面、全部のチャ
ンネルの音量セットができるミキサー画面があります。


